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論文内容の要旨
本論文は、人間による空間内の移動、特にモパイル環境におけるナピゲーションを効果的に支援するインタフェー
スを構築するための基礎技術として、空間内移動のためのヒューマンインタフェースに関する研究成果をまとめたも
ので、本文は 10 章より構成されている。
第 1 章では、本研究の背景と目的、及び各章の内容を概観している。
第 2 章では、空間内の移動の手助けとしての経路案内情報の特徴を分析し、セマンティック情報とジオメトリ情報
に関して認知地図の枠組みから整理している。
第 3 章では、第 2 章で示した経路案内情報を詳細な地図情報から生成するための、位置関係に着目した地図の構造
化モデ、ル、及びその生成手法を提案している。幾つかの実験結果を通して、提案したモデ、ノレが効率良く生成できるこ
とを示している。
第 4 章では、第 2 章で示したルートマップ型、サーベイマップ型、デフォルメマップ型の案内図を、第 3 章で示し
た構造化モデ、ルを利用して生成する手法を提案している。幾つかの実験結果を通して、画面の小さい携帯端末でも良
好に表示可能な案内図が生成できることを示している。
第 5 章では、第 2 章で示した空間語表現で構成される案内文を、第 3 章で示した構造化モデ、ルの接続関係に対応す
る空間語を探索して生成する手法を提案している。幾つかの実験結果を通して、空間語で構成される案内文が良好に
生成できることを示している。
第 6 章では、第 4 、 5 章で提案した手法を利用して実際に人が移動するという幾つかの実験結果を通して、ナビゲ
ーション支援への有用性を示している。また、 3 次元 CG を利用した幾つかのナピゲーション実験結果を通して、外
観や高さ・形状などの 3 次元情報のナピゲーション支援への有用性を示している。
第 7 章では、第 6 章でナピゲーション支援に有用であった 3 次元都市モデ、ルの生成手法として、レーザー測距デー
タの凹凸パターン解析により 3 次元的にモデリングし、テクスチャ画像の特徴点に対する一般化 Hough 変換に基づ
く投票を利用してテクスチャの位置ずれを補正する手法を提案している。幾つかの実験結果を通して、 3 次元都市モ
デ、ノレが良好に生成できることを示している。
第 8 章では、第 7 章で生成した 3 次元都市モデ、ルのブ、ラウジング手法として、 occlusion culling に基づく視線に依
存した簡略化により、 3 次元モデルを効率的に配信、描画する手法を提案している。幾つかの実験結果を通して、 3
次元モデルが快適にブラウジングできることを示している。
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第 9 章では、第 8 章で示した 3 次元都市モデ、ルのブラウジングを直感的に制御するための 3 次元追跡手法として、
1 台の赤外線カメラとハーフミラーにより赤外領域の直接光、反射光を検出し、 3 次元位置を算出する手法を提案し
ている。磁気センサ計測装置による幾つかの実験結果を通して、ロバストで高精度な実時間 3 次元追跡が実現でき、
3 次元モデルのブラウジングも制御できることを示している。
第 10 章では、本研究で得られた成果を要約し、今後の研究課題を述べている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、人間による空間内の移動、特にモパイル環境におけるナビゲーションを効果的に支援するインタフェー
スを構築するための基礎技術として、空間内移動のためのヒューマンインタフェースに関する研究成果をまとめたも
のであり、以下の成果を得ている。
(1)空間内の移動の手助けとしての経路案内情報の表現の特徴を、セマンティック情報とジオメトリ情報に関して認
知地図の枠組みから明らかにしている。
(2)経路案内情報を詳細な地図情報から生成するための、位置関係に着目した地図の構造化モデル、及びその生成手
法を提案し、幾つかの実験結果を通して、提案したモデルが効率良く生成可能となることを明らかにしている。
(3)ルートマップ型、サーベイマップ型、デフォルメマップ型の案内図を生成する手法を提案し、幾つかの実験結果
を通して、画面の小さい携帯端末でも良好に表示可能な案内図が生成可能となることを明らかにしている。
(4)空間語表現で構成される案内文を構造化モデ、ノレの接続関係に対応する空間語を探索して生成する手法を提案し、
幾つかの実験結果を通して、空間語で構成される案内文が良好に生成可能となることを明らかにしている。
(5)提案した手法による案内図、案内文を利用して実際に人が移動するという幾つかの実験結果を通して、ナビゲー
ション支援へ有用であることを明らかにしている。また、 3 次元 CG を利用した幾つかのナピゲーション実験結
果を通して、外観や高さ・形状などの 3 次元情報のナピゲーション支援への有用性を確認している.
(6)3 次元都市モデ、ルの生成手法として、レーザー測距データの凹凸パターン解析、及びテクスチャ画像の特徴点に
対する一般化 Hough 変換に基づく投票による手法を提案し、幾つかの実験結果を通して、 3 次元都市モデルが
良好に生成可能となることを明らかにしている.
(7)3 次元都市モデ、ルのブ、ラウジング手法として、 occlusion culling に基づく手法を提案し、幾つかの実験結果を通
して、 3 次元モデルのブラウジングに有用であるこ左を明らかにしている。
(8)3 次元モデルのブラウジングを制御する 3 次元追跡手法として、赤外線カメラとハーフミラーにより 3 次元位置
を算出する手法を提案し、磁気センサ計測装置による実験結果を通して、ロバストで高精度な実時間 3 次元追跡
が可能となることを明らかにし、 3 次元モデ、ルのブラウジング制御に有用であることを明らかにしている。
以上のように、本論文は人間による空間内の移動、特にモバイル環境におけるナピゲーションを効果的に支援する
インタフェースを構築する手法を提案しており、その有用性についても幾つかの評価実験の結果を通して明らかにし
ている。また、本論文で得られた成果は理論と応用の面で、本研究分野に寄与するところが大きい。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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